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数式・化学式・CAD・TEXに対応
学会誌・予稿集・抄録集などの制作や
印刷製本から関連用品まで
お客様の「困った」をお手伝いいたします
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Fatigue MechanismAnalysed Based on the
Changes in Microstructure and Axial

Compression Strength of a Poly(p-phenylene-
2,6-benzobisoxazole) Fiber

Masayoshi Ido＊1, Ryohei Kimura＊1,2

Haruki Kobayashi＊3, and Masatoshi Shioya＊1
＊1 Department of Materials Science and Engineering,
Tokyo Institute of Technology, 2-12-1-S 8-34 O-
okayama, Megro-ku, Tokyo 152-8552, Japan

＊2 Present affiliation: Mitsubishi Chemical Corporation,
1-1-1-Palaceville Marunouchi, Chiyoda-ku, Tokyo 100-
8251, Japan

＊3 Faculty of Materials Science and Engineering, Kyoto
Institute of Technology, Matsugasaki, Kyoto 606-8585,
Japan
The fatigue mechanism of high-strength fibers from liquid

crystalline polymers such as poly ( p - phenylene - 2,6 -
benzobisoxazole) (PBO) and poly(p-phenylene terephthalamide)
is considered to be completely different from that of general-
purpose plastics because of the microfibrillar fiber structure of
the former. The present paper investigates the progress of fatigue
damages for the PBO fiber based on a structure analysis using
the synchrotron radiation small-angle X-ray scattering and the
measurement of the axial compression strength. The result
indicated that tensile fatigue continues because of the gradual
splitting of the microfibrils. Hence, the axial microvoid length
increases, and the axial compression strength decreases.
Moreover, an equation has been proposed for the single-fiber axial
compression strength of this fiber type, which fails along with
the formation of kink band. J. Fiber Sci. Technol., 75(12), 186-
192 (2019) doi 10.2115/fiberst.2019-0022 ©2019 The Society
of Fiber Science and Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――

Synthesis of Chitosan-graft-Poly(vinyl ether)
as a ThermoresponsiveWater-Soluble Chitosan

Takeshi Namikoshi＊1,2, Kazuhito Hisada＊1,
Toshikazu Sakaguchi＊1, and Tamotsu Hashimoto＊1

＊1 Department of Materials Science and Engineering,
Graduate School of Engineering, University of Fukui,
Bunkyo, Fukui 910-8507, Japan

＊2 School of Earth, Energy and Environmental
Engineering, Faculty of Engineering, Kitami Institute
of Technology, Kitami, Hokkaido 090-8507, Japan
The successful grafting of controlled-molecular-weight

hydrophilic formyl-terminated poly(vinyl ether)s (poly(VE)s)
onto chitosan is reported herein. As the chitosan-graft-poly(ethyl

vinyl ether) [poly(EVE)] was not completely soluble in the
NMR solvent, the degree of substitution could not be determined
by 1H NMR spectroscopy. In contrast, synthesis of the chitosan-
graft-poly(ethoxyethyl vinyl ether) [poly(EEVE)] was less
efficient (degree of substitution being 0.3), but the obtained graft
copolymers were soluble in water, and the lower critical solution
temperature was determined to be ~35 °C. Thus, functional
chitosan materials were successfully developed by grafting
thermoresponsive formyl-terminated poly(EEVE) onto chitosan.
J. Fiber Sci. Technol., 75(12), 193-199 (2019) doi 10.2115/
fiberst.2019-0023 ©2019 The Society of Fiber Science and
Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――

UV Shielding Treatment on Cellulose Film
and Cotton Fabric Using Cerium-Calcium

Hydroxyapatite Particles
Akemi Yasukawa＊1 and Keiko Gotoh＊2

＊1 Faculty of Education, Hirosaki University, 1 Bunkyo-
cho, Hirosaki, Aomori 036-8560, Japan

＊2 National Institute of Technology (KOSEN), Nara
College, 22 Yata-cho, Yamatokoriyama, Nara 639-1080,
Japan
Cerium-calcium hydroxyapatite (CeCaHap) solid solution

particles were prepared with Ce/(Ce + Ca) = 0.01 by a wet
method. The obtained particles were supported on cellulose film
and cotton fabric by immersing them into the dispersion
containing the particles. The morphology and ultraviolet (UV)
shielding properties of the substrates supported by CeCaHap
were investigated. The UV shielding properties of them were
improved after the supporting and were further enhanced by pre-
treatment using cationizing agent for both the substrates. The
UV shielding ability was reduced by washing with water and an
SDS solution for cellulose film, but the ability was kept well
even after the washing for the cotton fabric. It is believed that the
roughness of the surface of the cotton fiber contributes to the
good ability. J. Fiber Sci. Technol., 75(12), 200-208 (2019) doi
10.2115/fiberst.2019-0024 ©2019 The Society of Fiber Science
and Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――
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2019年度 繊維学会主要行事予定

2020年度 繊維学会主要行事予定

複写される方へ

繊維学会論文誌（JFST）
Journal of Fiber Science and Technology

�JFST は、繊維科学を中心とした幅広い専門分野をカバーする査読付きの英文・和文のハイブリッドジャー
ナルです。

�JFST は、Web of Science Core Collection をはじめ Journal Citation Report , Scopus 等の各種データベース
に収録され、永く Impact Factor を維持し、国際的な評価を得ている日本の繊維科学をリードする学術論文
誌です。

�JFST は、読者へのサーキュレーションの良いオープンアクセス誌としていますが、掲載内容の二次利用に
ついては、著作権保護の立場から一般社団法人 著作権協会に著作権管理および利用許諾業務を委託してい
ます。

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所
2020 学術ミキサー

（3 学会共催） 2020年 1 月24日㈮ 大阪科学技術センタービル

繊維技術講座 2020年 2 月 7 日㈮ キャンパス・イノベーションセ
ンター田町（CIC）国際会議場

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

2020年度年次大会・総会・授賞式 2020年 6 月10日㈬、11日�、
12日㈮

タワーホール船堀
（東京都江戸川区船堀）

第50回夏季セミナー 2020年 9 月 9 日㈬、10日㈭、
11日㈮

佐賀県立生涯学習センター
「アベンセ」（佐賀市）

2020年度秋季研究発表会 2020年11月 5 日㈭、6 日㈮ 名古屋工業大学

本誌に掲載された著作物を複写したい方は、公益法人
日本複製権センターと包括複写許諾契約を締結されて
いる企業の方でない限り、著作権者から複写権等の行使
の委託を受けている次の団体から許諾を受けてください。
〒107－0052 東京都港区赤坂 9－6－41 乃木坂ビル

（一社）学術著作権協会
TEL : 03－3475－5618 FAX : 03－3475－5619
E-mail : info@jaacc.jp

著作物の転載・翻訳のような、複写以外の許諾は、直
接本会へご連絡ください。
アメリカ合衆国における複写については、次に連絡し
てください。
Copyright Clearance Center, Inc.
222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923 USA
Phone : 1－978－750－8400 FAX : 1－978－646－8600
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2019年度（令和元年度）繊維学会各賞授賞候補者募集要項

本年度より学会賞の授賞対象年齢を（満 51 歳未満→満 56 歳未満）に変更しました。
本年度より奨励賞の授賞対象年齢を（満 36 歳未満→満 41 歳未満）に変更しました。

当学会では、功績賞、学会賞、技術賞、論文賞、奨励賞、紙・パルプ論文賞を設け、一般会員より広く推薦（応
募）を求めています。2019 年度も例年通り、各賞の表彰を行いたく受賞候補者の推薦または応募を頂きますようお
願い申し上げます。なお、論文賞は、一般公募をせず、論文賞選考委員によりその年の繊維学会論文誌（JFST）に
掲載されました論文から選考されます。
◇推薦（応募）書類は、所属支部長または学会事務局へ期限までに提出をお願いします。

・推薦（応募）書類はホームページ http : //www.fiber.or.jp/の学会賞に掲示してありますので、ダウンロードし
てご利用ください。

・会員（維持会員、賛助会員を含む）は受賞候補者の資格を有し、自薦・他薦を問わない。
・推薦（応募）書類の提出期限は 2019 年 12 月 25 日㈬迄です。
・歴代受賞者はホームページ http : //www.fiber.or.jp/に掲載しています。
1. 繊維学会功績賞
① 対象：原則として、受賞年（2020 年）の 4 月 1 日において満 60 歳以上の本会会員で、多年にわたり繊維学会

の発展に顕著な業績をあげた者、または繊維科学あるいは繊維工業の発展に優れた業績をあげた者。
② 表彰の件数：原則、5 件以内。
③ 表彰状および賞牌の授与。
2. 繊維学会賞
① 対象：原則として、受賞年（2020 年）の 4 月 1 日において満 56 歳未満の本会会員であること。繊維科学につ

いて独創的で優秀な研究を行い、さらに研究の発展が期待される研究者。
② 表彰の件数：原則、2 件以内。
③ 表彰状、賞牌および副賞の授与。
3. 技術賞
① 対象：本会会員（維持・賛助会員を含む）で、繊維に関する技術について、優秀な研究、発明または開発を行

い、繊維工業の発展に貢献した個人またはグループ。
② 表彰の件数：原則として、技術部門 3 件以内、市場部門 1 件以内。
③ 表彰状および賞牌の授与。
4. 論文賞
① 対象：本会会員（維持・賛助会員を含む）で、繊維科学および繊維技術に関し、その年（2019 年 1 月号～12 月

号）の本会論文誌（JFST）に論文を発表した研究者。
② 表彰の件数：3 件以内。
③ 表彰状、賞牌および副賞の授与。
5. 奨励賞
① 対象：原則として、受賞年（2020 年）の 4 月 1 日において満 41 歳未満の本会会員であること。繊維科学もし

くは繊維技術について優秀な研究を行い、今後も継続して期待ができる新進気鋭の研究者。
② 表彰の件数：原則として、3 件以内。
③ 表彰状、賞牌および副賞の授与。
6. 紙・パルプ論文賞（事前に事務局へお問い合わせください）
① 対象：原則として、受賞年（2020 年）の 4 月 1 日において満 41 歳未満の本会会員であること。過去 5 年間に

本会論文誌（JFST）に論文 2 編以上を発表した新進気鋭の研究者。
② 推薦（応募）書類は、学会事務局へ期限までに提出をお願いします。
③ 表彰の件数：原則として、1 件以内。
④ 表彰状、賞牌および副賞の授与。

問合せ先
本部 一般社団法人 繊維学会事務局

〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208
TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 E-mail : office@fiber.or.jp

支部 各支部の支部長にお問い合わせください。
各支部長の電話番号は繊維学会事務局にお問い合わせください。（TEL : 03－3441－5627）
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2020年度繊維学会年次大会
研究発表会・ポスター 発表募集

1. 日 時：2020 年 6 月 10 日㈬～12 日㈮

2. 場 所：タワーホール船堀（江戸川区総合区民ホール）
〒134－0091 東京都江戸川区船堀 4－1－1
TEL : 03－5676－2211 FAX : 03－5676－2501
http : //www.towerhall.jp/

〈交通〉都営地下鉄新宿線船堀駅下車北口徒歩 30 秒

3. 発表分野
一般セッション

1. 繊維・高分子材料の創製 2. 繊維・高分子材料の機能 3. 繊維・高分子材料の物理
4. 成形・加工・紡糸 5. 染色・機能加工・洗浄 6. テキスタイルサイエンス
7. 天然繊維・生体高分子 8. ソフトマテリアル 9. バイオ・メディカルマテリアル

特別セッション
1. 紙・パルプ・パッケージング
2. 高分子・繊維材料の構造解析の新展開と未来展望

4. 研究発表募集部門：次の 2 部門で発表を募集します。
部門Ａ［口頭発表（討論 5分を含んで発表時間 20分）］
部門Ｐ［ポスター発表（縦 180 cm 横 120 cm のポスターボードに掲示）］

5. 発表申込方法と締切期日
発表申込：2019.12.2㈪～2020.1.31㈮17 時
予稿原稿投稿（一般）：2020.3.2㈪～2020.3.31㈫17 時
予稿原稿投稿（口頭発表賞の応募対象者）：2020.3.2㈪～2020.3.16㈪17 時
予稿集発行日：2020.6.3㈬

注）登録の際、繊維学会会員番号（個人正会員、学生会員の方）が必要になります。
会員番号は学会誌送付用封筒に記載されております。

6. 参加登録料・懇親会費
参加登録料

7. 詳細内容はホームページをご覧ください。

懇親会費 （懇親会は 6月 10 日に行います）

参加登録料 繊維学会
正会員

維持・賛助
会員 非会員 繊維学会

学生会員 学生非会員

事前登録料 10,000 円 10,000 円 18,000 円 3,000 円 6,000 円
当日登録料 12,000 円 12,000 円 20,000 円 5,000 円 8,000 円

懇親会費 繊維学会
正会員

維持・賛助
会員 非会員 繊維学会

学生会員 学生非会員

事前登録料 7,000 円 7,000 円 7,000 円 3,000 円 3,000 円
当日登録料 8,000 円 8,000 円 8,000 円 4,000 円 4,000 円
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2019年度 繊維学会東北・北海道支部講演会
「新規材料創製のための合成技術・配向制御技術の最前線」

主 催：繊維学会東北・北海道支部

共 催：東北ポリマー懇話会

協 賛：高分子学会東北支部、日本接着学会東北支部

日 時：2020 年 1 月 21 日㈫ 14:30～17:00

会 場：日本大学工学部 次世代工学技術研究センター

プレゼンテーションルーム（福島県郡山市田村町徳定字中河原 1）

アクセスマップ：http : //www.ce.nihon-u.ac.jp/access/

交 通：

1. JR 郡山駅前バス乗場より「昭和町経由日大・徳定」行き（乗場 3 番）で「日本大学」下車、所要時間約 20 分

2. JR 郡山駅よりタクシー、所要時間約 15 分

3. JR 東北本線「安積永盛駅」下車、徒歩 15 分

4. 構内に駐車場もあります

プログラム：

〈14:30～15:40〉

1. アミノ基をもつ側鎖型液晶高分子によるネマチック液晶の配向制御

（山形大学大学院有機材料システム研究科） 羽場 修

〈15:50～17:00〉

2. 精密高分子反応を基盤とする未踏の元素ブロック π 共役高分子の開拓

（東京工業大学大学院総合理工学研究科） 冨田育義

参加費：無料

参加申込方法：氏名・勤務先・連絡先（住所、電話番号、電子メールアドレス）を明記の上、電子メールまたは FAX

にて下記までお申込みください。

申込先：

〒963－8642 福島県郡山市田村町徳定字中河原 1 日本大学工学部生命応用化学科

根本修克 TEL/FAX : 024－956－8812 E-mail : nemoto.nobukatsu@nihon-u.ac.jp
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2020学術ミキサー（3学会共催）

新年を迎えるにあたり、繊維関連の 3 学会（日本繊維機械学会、繊維学会、日本繊維製品消費科学会）共催による

「2020 学術ミキサー」を大阪で開催いたします。3 学会共催による開催も 6 年目となりました。

今回は、㈱アシックス取締役西脇剛史氏に「繊維が創るスポーツ健康社会」と題してご講演いただきます。㈱ア

シックスは、神戸で創業した鬼塚㈱が原点であり、プロ・アマに限らずアスリートたちの願いに応えるべく、構造

開発のみならず、ソールなどの材料開発を自社で行い、バイオメカニクス（=生体力学）に基づいて高機能・高性能

のスポーツ用品・アパレルの開発に力を入れている企業です。

西脇氏は、大学時代は高分子化学を専攻され、スポーツ工学研究所に配属、スポーツ工学研究所所長、執行役員

を歴任され、現在取締役として、中国部門を担当しておられます。また日本繊維機械学会の副会長、フェローでも

あります。トップアスリートのみならず、アマチュアの人たちが安全にスポーツを楽しむことができるようにする

ことが大事、といつもおっしゃっています。ご講演では、SDGs で謳われている健康の観点でも大事な位置を占め

るスポーツと、繊維のかかわりについてお話いただきます。

交流会では、平素よりご支援、ご指導をいただいております大学、研究機関、企業の方々、ならびにご厚諠をい

ただいております関連団体の方々との間で情報交換をしていただきながら、3 学会の会員同士の連携や繊維関連の

学術、産業について今後を展望したいと存じます。

万障お繰り合わせの上、是非ご出席を賜りたくご案内申し上げます。

期 日：2020 年 1 月 24 日㈮ 14:30～17:00（受付開始 14:00～）

会 場：大阪科学技術センタービル（大阪市西区靱本町 1－8－4）

内 容：予定

14:30～14:45 3 学会の役員挨拶

14:45～15:45 講演「繊維が創るスポーツ健康社会」

…………………………………………………………㈱アシックス 取締役・フェロー 西脇剛史

ラグビーワールドカップ、東京オリンピック・パラリンピック、ワールドマスターズゲームズ

関西と世界規模のスポーツ大会が国内で連続開催される昨今は、スポーツをより身近に感じる

ことができる貴重な機会と言える。こういった背景を受けて開発されるスポーツ製品は、アス

リートのみならず、スポーツを楽しむすべての方々のライフスタイルを豊かにするミッション

を負う。このため、主たる構成要素である繊維が果たすべき役割は大きい。本報告では、スポー

ツ用品の開発を通し、健康社会への繊維の貢献について報告する。

15:45～17:00 交流会（軽食、無料）

共 催：日本繊維機械学会、繊維学会、日本繊維製品消費科学会

定 員：70 名（定員になり次第締め切らせていただきます）

参加費：3,000 円（税別）

申 込：「2020 学術ミキサー」と明記し、①氏名、②所属、③連絡先（所在地、電話番号、FAX 番号、

E-mail アドレス）、④会員種別、⑤交流会参加有無を記入の上 FAX または E-mail にて下記宛

お申し込みください。以下サイトより WEB 申込みができます。

https : //tmsj-orjp.sslwww.jp/lecture/20200124_mixer/entry_lecture.php

問合先・申込先：日本繊維機械学会 TEL : 06－6443－4691 FAX : 06－6443－4694 E-mail : info@tmsj.or.jp
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第4回繊維学会西部支部 若手講演会

主 催：繊維学会西部支部

日 時：2020 年 1 月 31 日㈮ 14:00～16:30

会 場：熊本大学黒髪南キャンパス 工学部研究棟Ⅱ 2 階国際セミナー室

プログラム：若手講演（3 件）

・開会あいさつ 繊維学会西部支部長 鹿児島大学 門川淳一

・TEMPO 酸化反応によるカルボキシル化セルロースマイクロ球状粒子の開発と応用

熊本県専業技術センター 城崎智洋

・一次元繊維状ナノ構造体「単層カーボンナノチューブ」の化学修飾でつくる新しい近赤外光材料

九州大学 白木智丈

・窒化炭素系分子－酸化グラフェンハイブリッドの作製と脱塩膜へのアプローチ 香川大学 上村 忍

参加費：無料 講演会終了後にミキサー（無料）を予定しています。

申込先：大分大学 理工学部 吉見剛司（繊維学会西部支部 処務幹事）

FAX : 097－554－7891 E-mail : tyoshimi@oita-u.ac.jp

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

“つける”と“はがす”の新技術
－－分子接合と表面制御コース

主 催：（地独）神奈川県立産業技術総合研究所

日 時：2020 年 1 月 9 日㈭、10 日㈮の 2 日間

会 場：かながわサイエンスパーク内講義室

（川崎市高津区坂戸）

募集人数：20 名

カリキュラム内容および日程、受講料等の 詳細は

ホームページを参照ください。

――――――――――――――――――――――――

化学工学会東海支部
第106回講演見学会

「繊維技術・利用の最先端：ミズノ
テクニクス㈱・浅野撚糸㈱の取り組み」

主 催：（公社）化学工学会東海支部

日 時：2020 年 1 月 9 日㈭ 12:15～17:45

見学先：ミズノテクニクス㈱岐阜県養老郡

浅野撚糸㈱岐阜県安八郡

集 合：JR 大垣駅改札口 12:15 に集合、バスにて移動

定員、参加費、申込方法など詳細は http : //scej-

tokai.org/を参照ください。

問合せ先：（公社）化学工学会東海支部

TEL : 080－4525－3070

――――――――――――――――――――――――

プラスチック成形加工学会
第26回成形加工テキストセミナー
第4巻「先端成形加工技術Ⅰ」

主 催：プラスチック成形加工学会

日 時：2020 年 1 月 29 日㈬

会 場：スクエア荏原 3 階大会議室

（東京都品川区荏原 4－5－28）

プログラム：講演（5 件）

混合混練、射出成形、押出成形、ブロー

成形、スタンピング成形の技術動向につ

いて

詳細は情報 URL https : //jspp.or.jp を参照ください。
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第265回ゴム技術シンポジウム
ゴムの劣化に及ぼす各種要因とその防止対策

主 催：（一社）日本ゴム協会研究部会

環境劣化研究分科会

日 時：2020 年 1 月 31 日㈮ 9:30～16:50

会 場：東京電業会館・地下ホール

プログラム：講演（5 件）

詳細内容は http : //www.srij.or.jp/を参照ください。

問合せ先：（一社）日本ゴム協会 TEL : 03－3401－2957

E-mail : kenkyuubukai@srij.or.jp

――――――――――――――――――――――――

第266回ゴム技術シンポジウム

主 催：（一社）日本ゴム協会研究部会

衛生問題研究分科会

日 時：2020 年 2 月 26 日㈬ 9:50～17:05

会 場：東部ビル・5 階会議室

（東京都港区元赤坂 1－5－26）

プログラム：講演（5 件）

詳細内容は http : //www.srij.or.jp/を参照ください。

問合せ先：（一社）日本ゴム協会 TEL : 03－3401－2957

E-mail : kenkyuubukai@srij.or.jp

――――――――――――――――――――――――

19－2高分子学会講演会
主題＝高分子合成

～意のままに合成する技術と秘訣～

主 催：高分子学会 行事委員会

日 時：2020 年 2 月 3 日㈪ 10:20～17:20

会 場：東工大蔵前会館 ロイアルブルーホール

プログラム：講演（6 件）

問合せ先及び詳細内容についてはホームページを参

照ください。

――――――――――――――――――――――――

第17回キンカ高分子化学研修コース

高分子化学の実学を身につけさせたい上司、身につ

けたい新人に朗報。研究者ネットワークづくりの絶好

の機会です。

主 催：近畿化学協会

日 時：2020 年 3 月 9 日㈪ 9:30～19:00

会 場：大阪科学技術センター 4 F 404 号室

プログラム：講演（5 件）

詳細内容はホームページを参照ください。

問合せ先：（一社）近畿化学協会

（大阪科学技術センター 6 F）

TEL : 06－6441－5531

E-mail : mail@kinki.or.jp
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